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研究の背景
女性の健康問題について

⼥性の社会進出により働く⼥性が増加
⼥性が⻑く健康に働くためには，⼥性特有の
ライフステージに応じた健康支援策が必要
‣ 妊娠，出産，育児といった特有のライフステージが
あり，働くうえでこれらの時期を考慮することが求
められる（日本産業衛生学会，2018）
‣ 女性ホルモンの影響により，性成熟期，更年期など
の時期に応じた健康問題がある
Ex.月経随伴症状，乳がん，骨粗しょう症など



研究の背景
アルコール関連問題について

アルコール関連問題への対応が一層重視
‣ アルコールは喫煙，運動不足，不健康な食事に並ぶ生
活習慣病発症のリスク因子である（WHO，2013）
‣ メンタルヘルスの問題や自殺との関連がある（松下，
2009）
‣ アルコールによる社会的損失は4兆円に上ると推計され
ている（尾崎，2015）
‣ アルコール依存症患者の生涯有病率は107万人，予防
的介入が必要な多量飲酒者は1036万人いると推計され
ている（Osaki，2016）が，依存症患者の5万人程度しか専
門医療機関の受診に至っていない（厚生労働省，2017）
‣ 安価・飲みやすい・高アルコール濃度のアルコール飲
料が急増している

研究の背景
女性労働者への保健指導について

⼥性労働者の飲酒に関する産業保健指導の重
要性が高まっている
‣ 女性労働者が増加している
‣ アルコール飲料に関する女性向けのマーケティング
が増えている
‣ 女性のアルコール依存症患者が2006年から10年間
で1.6倍になっている（厚生労働省，2016）
‣ パートナーをもつ女性労働者と専業主婦では女性労
働者のほうが飲酒習慣が多い（Maeda，2019）
‣ 飲酒は，女性のライフステージに応じた健康問題を
引き起こす

Ex．胎児性アルコール症候群，月経や更年期の随伴症状増悪，骨粗
しょう症や乳がん発症のリスク増加



研究の背景
佐賀県の現状

佐賀県は，⼥性の飲酒者の増加が顕著
（佐賀県アルコール健康障害対策推進計画，2018）
‣ 全国の女性の多量飲酒者の割合は，2011年は7.6％
で2015年では9.1％と，4年間で1.5％の増加にとど
まった
‣ 佐賀県では2011年では2.3％で，2016年では7.5％と
5.2％増加した
‣ 妊娠中の飲酒に関しても，2015年では，全国では
1.6％の女性が飲酒していたが，佐賀では2.7％と多
い
‣ 佐賀県では，2012年から2017年にかけて，男性の有
業率が低下したが女性は増加している

研究の目的・意義

目的
‣ 女性労働者および産業医・看護職へのインタビュー調
査を基盤とし，「働く女性のライフステージに応じた
飲酒に関する保健指導マニュアル」の作成を行う

意義
‣ 産業保健スタッフの飲酒に関する保健指導の指針とな
り，幅広い女性労働者が健やかに⻑く働くことを支援
できる
‣ プレゼンティズム（疾病就業）やアブセンティズム
（欠勤）の防止に伴う労働生産性向上や，アルコール
関連問題に関する社会保障費の低減に貢献できる



研究方法
研究方法の概要

マニュアル作成の概要
‣ 本マニュアルは，女性労働者およびその人たちを支
援する産業保健スタッフそれぞれの視点を踏まえた
内容をマニュアルに盛り込む
‣ そのため，2つの調査結果を反映する

調査１︓⼥性労働者が，飲酒量，種類，頻度，場
所など，アルコール摂取量を決定づける要因をどの
ように認識しているか調査する

調査2︓産業医・看護職が⼥性労働者の飲酒に関し
て，どのようなことを重視したり配慮したりしてい
るか調査する

研究方法
調査1：女性労働者を対象とした調査-1

目的
‣ 女性労働者が認識している飲酒量を決定する要因を帰納
的に明らかにする

研究デザイン
‣ 半構造化面接による質的帰納的研究

対象者
‣ 1週間に1回以上飲酒習慣がある女性労働者

リクルート方法
‣ 佐賀県の事業所の総務課などを通じ，対象者の紹介を受
けた

‣ 研究者が対象者に対し，文書及び口頭で研究の説明を
行った。協力可能な場合は文書にて同意を得た

‣ 以降の対象者は，知人を紹介してもらうスノーボールサ
ンプリング法により随時追加した



研究方法
調査1：女性労働者を対象とした調査-2

データ収集方法
‣ 事業所内の個室で，1対1によるインタビュー調査を
行い，データは録音した

調査内容
‣ 飲酒の量をどのように決めているか，なぜそのお酒
を選んだか，どういったときに飲酒量が増減するか
等について自由に語ってもらった

分析方法
‣ 「対象者が認識しているアルコール摂取量を決定づ
ける要因」の観点から，文脈を切片化し，類似性と
共通性からカテゴリを生成した
‣ 20歳代〜50歳代の年代で特徴を比較した

研究方法
調査2：産業保健スタッフを対象とした調査-1

目的
‣ 産業医・看護職が女性労働者の飲酒問題に関して行って
いる保健指導を明確にする

研究デザイン
‣ 半構造化面接による質的帰納的研究

対象者
‣ 産業医・産業保健師・産業看護師

リクルート方法
‣ スノーボールサンプリング法により，研究に参加が可能
な対象者の紹介を受けた

‣ 研究者が対象者に対し，文書及び口頭で研究の説明を
行った。協力可能な場合は文書にて同意を得た



研究方法
調査2：産業保健スタッフを対象とした調査-2

データ収集方法
‣ 事業所内の個室で，1対1によるインタビュー調査を
行い，データは録音した

調査内容
‣ 女性労働者の飲酒に関してどのような保健指導を
行っているか，女性ならではの保健指導の工夫や配
慮はなにか等について自由に語ってもらった

分析方法
‣ 「女性労働者の飲酒に関する保健指導」の観点から，
文脈を切片化し，類似性と共通性からカテゴリを生
成した

研究方法
マニュアルの作成

本マニュアルの構成
‣ 第1章：女性のアルコール関連問題に関する基礎知識
‣ 第2章：働く女性のアルコール摂取量を決定づける要
因（調査結果１にもとづく）
‣ 第3章：産業保健指導のポイント（調査結果2にもとづ
く）

マニュアル作成における協議
‣ 精神保健指定医や認定産業医を含む研究者間で協議を
おこなった
‣ 作成したマニュアル案は研究参加者のスーパーバイズ
を得た



倫理的配慮

 本研究への参加は，対象者の自由意思を尊重し
ている。調査に際しては，文書及び口頭による研
究内容の説明を行った。対象者が研究に同意し，
参加する場合は文書による同意を得て調査を実施
した。研究説明文書には1）研究目的・方法，2）
研究が自由意思にもとづき強制力がないこと，3）
研究参加はいつでも中断可能であり中断しても不
利益を被らないこと，4）個人情報保護を厳密に行
うことなどを明記した。

 なお，本研究は独立行政法人労働者健康安全機
構の倫理審査委員会の承認を得て実施している。

結果
調査1：女性労働者を対象とした調査結果-1

対象者の背景
年代（人数） 年齢：中央±SD（範囲） 職種

20歳代（8名） 22.5±1.8歳（範囲：22-27歳）
事務4名，サービス業2名，
販売業1名，技術職1名

30歳代（7名） 36.0±5.3歳（範囲：30-38歳）
事務3名，サービス業2名，
技術職1名，個人教師1名

40歳代（8名） 44.0±1.9歳（範囲：41-47歳） 事務7名，販売業1名

50歳代（8名） 56.0±1.9歳（範囲：51-56歳）
事務5名，技術職2名，
個人教師1名



結果
調査1：女性労働者を対象とした調査結果-2

⼥性労働者が認識している飲酒量を決定する
要因に関するカテゴリおよびサブカテゴリ一覧

カテゴリ サブカテゴリ

飲酒が健康に与える影響
体重増加の懸念を踏まえた量や糖質，その日の体調，
妊娠や授乳中，飲酒による問題が生じていない自身
の健康状態，病気になる怖れ，身体の衰え，少量で
あれば健康にいいという考え

自分なりのアルコール飲
料を選ぶ基準

美味しそうや手に取りやすいといった印象，味や好
み，アルコール度数

気分転換やストレス発散
したい気持ち

リフレッシュしたいという気持ち，仕事の責任やス
トレス

飲酒によって生活に生じ
る支障 翌日の仕事のパフォーマンス，今までの失敗経験

家庭内の役割 やらなければならない家庭のこと，飲酒で生じうる
子どもへの影響

一緒に飲む人の存在 お酒の集まりという楽しい場，一緒に飲んでいる人
たち，家族との付き合い

結果
調査1：女性労働者を対象とした調査結果-3

⼥性労働者が認識している飲酒量を決定する
要因に関する年代ごとの特徴（⽂脈を年代ごとに分類）



結果
調査：2産業保健スタッフを対象とした調査結果-1

対象者の背景
‣ 産業医2名，産業保健師7名，産業看護師1名の計10
名
‣ 男性2名，女性8名
‣ 年齢の中央値±SD：42.0±8.6歳（範囲：30-57歳）
‣ 産業保健活動の経験年数中央値±SD：
15.0±8.2年（範囲：3-30年）

結果
調査：2産業保健スタッフを対象とした調査結果-1
⼥性労働者に⾏っている保健指導に関するカ
テゴリおよびサブカテゴリ一覧

カテゴリ サブカテゴリ

対象者が抱える飲酒問題
の明確化

飲酒に関連することを入り口に飲酒の状況を尋ねる，
飲酒状況に関する問診やスクリーニングを行ってい
る，実際の飲酒量を客観的な目線で確認する，飲酒
を引き起こす生活背景を見極める，わかりやすい指
標で飲酒量を自覚してもらう，飲酒に関する問題に
本人自身の気づきを促す

対象者の意思を尊重した
目標設定

節酒だけではなく社会生活上の目標を設定する，本
人が実現可能な目標設定に向けた提案を行う，本人
なりの飲酒したい理由を尊重し無理強いしない

対象者にあわせた指導

飲酒に関する一般的な問題に関して説明する，飲酒
量低減に向けた工夫を提案する，飲酒量を減らすこ
とで得られた利益をフィードバックする，家族や職
場からの協力を得る，ライフステージを踏まえて女
性ならではの飲酒の影響を説明する

効果的な保健指導に向け
た信頼関係の構築

保健指導を継続できるような信頼関係構築を行う，
見放していないことを感じてもらえるようなフォ
ローを行う，受容的・共感的姿勢でかかわる



考察
女性労働者が認識している飲酒量を
決定づける要因について

⼥性ならではの健康問題をマニュアルに盛り
込む必要がある
‣ 体調や病気になる怖れが飲酒を控える一方，明らか
な健康問題がなければ飲酒を控えるに至らなかった

⼥性の家庭内の役割に目を向けることが重要
‣ 家事や子育てといった役割を遂行するために過剰な
飲酒をきたさないようにしていた
‣ 一方で，子育てが終わったことで飲酒しやすい環境
になり，飲酒量が増加したと認識していた
‣ 共働きが増加しているが，女性の家事の量は未だ多
い（久保，2017）

考察
女性労働者の年代の特徴

若年の⼥性労働者に対するアルコール関連問題に関
する知識の普及啓発が必要
‣ 若年層は自身の健康問題に目が向きにくいことが示され
た

‣ メタボリックシンドロームや肝機能障害などの客観的数
値にも現れにくい

‣ 健康問題を踏まえて飲酒をコントロールしていたのは40
歳代以降であった

ライフステージの節目に飲酒状況に変化がないか注
意が必要
‣ 妊娠や子育てをきっかけに飲酒を控えていた
‣ 子育てが終わった後に飲酒量が増加している可能性が
あった



考察
産業保健指導について

⼥性労働者⾃⾝が飲酒の問題に気づき，⾏動
変容できるような働きかけが重要
‣ 飲酒量をわかりやすい指標に換算していた
‣ 目標設定の際，無理に断酒を進めず，提案にとどめ
ていた
‣ 女性のライフステージを踏まえた説明を行っていた
‣ 成功体験をフィードバックし，動機付けを行ってい
た
‣ 女性労働者が見放されたと感じないような配慮が行
われていた

マニュアルの概要と活用のポイント

適正飲酒量や一般的なアルコール関連問題に加
え，飲酒が女性の身体に与える影響を盛り込ん
でいる
‣ 対象者に女性の身体とアルコールに関する基礎知識
の啓発に活用可能である

女性が認識している飲酒量を決定づける要因を
示している
‣ 飲酒動機となっていることを一緒に考えることを可
能とする
‣ ライフステージによって飲酒動機が変化することを
念頭に置き，年代や役割を踏まえた指導を行ううえ
で本マニュアルに記載されている情報を活用できる



マニュアルの一部抜粋

研究の限界

本研究の対象となった⼥性労働者は多量飲酒
者など，ハイリスクアプローチを必要とする人
たちを含んでいない

本研究は帰納的な結果にもとづいて導き出さ
れているため，今後本結果の検証やマニュアル
の有効性の評価が求められる


